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第３章  凍結防止剤の飛散について 

 
３.１ 凍結防止剤の飛散メカニズム 

 
３.１.１ 調査概要 

冬期の路面への凍結防止剤の散布は、通常「湿式」「乾式」「溶液」といった方式がと

られている。 
散布された薬剤は、散布直後に散乱・飛散および、一般車両による巻き上げ等による

飛散が生じると考えられる。 
散布された凍結防止剤の路外への飛散・流出は図３-１-１に示すような経路が考えら

れる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

図３-１-１ 散布した凍結防止剤の飛散状況イメ－ジ図 
 
 

凍結防止剤による道路周辺環境への影響を検討するにあたり、飛散・流出のメカニズ

ムを明らかにすることとした。 
現地調査は、平成 16 年 1 月 30 日から 3月 26 日までの 8 週間にわたり、図３-１-２に

示す新潟県新潟市の新潟西バイパス曽和 IC（64KP）付近（舗装構成；密粒度 AS）で実

施し、 
① 総散布量 
② 路外流出量 
③ 浮遊飛散量 
④ 車両付着搬出量 

のそれぞれの現象について実測を行い、流

出状況を把握するとともに、総散布量に対

する物質収支を算出する手法を取った。 
 

 
図３-１-２ 調査地点位置図 
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３.１.２ 調査結果 

(1) 総散布量 

調査地点周辺では、凍結防止剤散布車により NaCl 固形剤が散布されていた。 
凍結防止剤散布車が散布するNaCl固形剤の量は、１回当たり20 g/m2または30 g/m2

であった。 

調査期間中に散布された凍結防止剤の総量は、NaCl で 2400 g/m2であった。（表３-

１-１、図３-１-３） 
 

表３-１-１ 凍結防止剤散布量 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-３ 凍結防止剤散布量 

 

(2) 路外流出量 

路外流出量は、路線の上り車線、下り車線のそれぞれの車線脇にある排水路で、図

３-１-４に示すような、水位センサー、電気伝導度センサーを各々の排水路の流末に

1 箇所ずつに設置し、流量と濃度を測定し、流出量の算出を行った。 

排水路による流出量は、総散布量の約 72 ％となる結果であった。（表３-１-２、図

３-１-５） 

 

20g/m2 30g/m2 計 20g/m2 30g/m2 計

第1週 4 25 1 9 0 3 13 21 2 2 17 11 9 14 8 22 9 8 17 520 420 940
第2週 3 12 0 7 3 5 6 3 5 5 11 5 1 6 5 11 6 5 11 270 270 540
第3週 0 6 0 5 0 1 2 6 2 0 9 2 0 6 0 6 5 0 5 120 100 220
第4週 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
第5週 1 8 0 9 0 4 6 8 0 2 8 3 5 9 0 9 9 0 9 180 180 360
第6週 2 11 0 4 2 2 9 4 0 0 15 2 0 9 0 9 8 0 8 180 160 340
第7週 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
第8週 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 10 62 1 34 5 15 36 42 9 9 60 23 15 44 13 57 37 13 50 1270 1130 2400

(注)上り：調査側線側　下り：BG側
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図３-１-４ 散布量と路外流出量 

 
表３-１-２ 路外流出量の算出結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-５  散布量と路外流出量 

 

出典：「凍結防止剤飛散流出状況調査整理業務」報告書 
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(3) 浮遊飛散量の観測 

浮遊飛散量については、霧状の浮遊状況の確認と周辺への飛散落下量の 2つの現象

についてそれぞれ実測を行った。 
調査は、図３-１-６に示すように車線の風下側に調査測線を設定し、空中に浮遊飛

散したものと、地上に落下したものをそれぞれ採取する手法をとった。また、バック

グランドについては、車線の風上側に設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-６ 調査ポイントの設置状況 
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(4)  浮遊飛散量調査結果 

路上に散布された凍結防止剤は、通行車両の巻上げ等により、霧状あるいは水滴と

して空中に飛散するものと考えられる。空中に浮遊する粒子は一般に表３-１-３の上

段に示すように区分される。この区分を元に、凍結防止剤を含む浮遊性の粒子の内、

粒径 10μm 未満を霧として「液体捕集法」で採取し、10μm 以上を水滴として「ガー

ゼ法」により採取することとした。 
 

表３-１-３ 飛沫の区分と捕集方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                

保温-液体捕集法 ガーゼ法
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調査期間 8週間で採取した量を Cl 換算値として図３-１-７、図３-１-８に示した。 
 
＜ガーゼ法での採取結果＞ 

ガーゼ法で採取した浮遊量（図３-１-７参照）では、高さ方向では H：2ｍ～H：4ｍ

までは、ほとんど差の無い結果であった。路肩から 8ｍ以遠で若干の距離減衰が見ら

れている。 
路肩から 2ｍ、H：1ｍでは、他に比べて高い値を示していた。これは、車道から直

接飛び跳ねる飛沫成分を捉えた結果と考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-７ ガ－ゼ法による捕集結果 

 

＜液体捕集法での採取結果＞ 
液体捕集法で採取した浮遊量の結果（図３-１-８参照）では、路肩端からの距離及

び高さに関わらず、飛散浮遊量は BG と概ね同程度の値となっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-８ 液体捕集法による捕集結果 
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(5) 飛散落下量調査結果 

調査期間中の凍結防止剤の飛散落下量を Cl 換算値で、図３-１-９に示した。 
路肩端から離れるにつれ、Cl 量の減衰が見られた。路肩端から 0ｍ～3ｍまでで、

落下量全体の約 72.5 ％を占める結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-９ 飛散落下量の調査結果 

 
道路車線の両脇での、飛散落下量の算出イメージは図３-１-１０に示すとおりと考

えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３-１-１０ 飛散落下量の分布イメ－ジ図 
出典：「凍結防止剤飛散流出状況調査整理業務」報告書 
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(6) 車両付着量調査結果 

試験車両の走行により、タイヤスプレー等による、凍結防止剤の車両への付着量を

測定した。また、トラフィックカウンタによる交通量調査を実施した。この 2 つの結

果をあわせて、車両に付着し系外に搬出される凍結防止剤の量を測定した。測定方法

は、試験車両を走行させ、車両のボンネット、右側窓、後方窓、右後輪の泥除け部に

付着した Cｌを調査した。（図３-１-１１） 
調査結果では、Cｌ換算で、上り車線：9kg、下り車線：7kg の搬出が確認された。

車両の付着による域外への搬出は、両車線で散布量の約 2％にあたる。（表３-１-４） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-１-１１ 車両付着量の調査方法 

出典：「凍結防止剤飛散流出状況調査整理業務」報告書 

 

 

表３-１-４ 車両付着量の算出結果              ＜算出手順＞ 

Cl 車両付着量(kg) 調査期間 

上り 下り 

第 1週 2 2 

第 2 週 2 3 

第 3 週 0 1 

第 4 週 0 0 

第 5 週 1 1 

第 6 週 2 2 

第 7 週 0 0 

第 8 週 0 0 

計 7 9 
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ボンネット 右側窓

後方窓 右後輪の泥除け

採取箇所

採取箇所
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ボンネット 右側窓

後方窓 右後輪の泥除け
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手順1
試験車両の走行結果から大型車・小型車別のCl車両付着量を算出
(車両1台・150ｍ走行当り）

手順2 交通量調査結果からClを含むタイヤスプレーが発生した時の交通量を算出

手順3 Cl車両付着量の算定
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３.１.３ 凍結防止剤の物質収支 

平成 16 年 1 月 30 日から 3 月 26 日までの 8 週間にわたった、新潟県新潟市の新潟

西バイパス曽和 IC（64KP）付近で実施した調査結果を基に、散布した凍結防止剤の

総量と飛散・流出量との物質収支を整理すると、図３-１-１２に示すとおりであった。 
8 週間に散布した凍結防止剤総量 656 kg（Ｃｌ換算量）の 72 ％が道路脇の側溝か

らの流出、道路周辺への飛散量が 20 ％、車両に付着し系外に搬出された量が 2 ％、

その他不明（誤差）が 6 ％となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「凍結防止剤の飛散流入状況調査整理業務」報告書 

図３-１-１２ 散布された凍結防止剤の飛散・流出の収支 
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